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強くしなやかな
JR産業を築くために

組織と運動を磨き、責任ある活動を
全力で推し進めよう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

Ｊ
Ｒ
連
合
の
定
期
大
会
が
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
各
単
組
や

各
地
方
協
議
会
に
お
い
て
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
来
賓
や
傍
聴
の
参
集
も
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
規
模
に
戻
し
、
活
気
の
あ
る
大
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
確
認
さ
れ
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
安
全
確
立
を
最
優
先
に
、
労
働
力

不
足
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
、
組
織
力
強
化
や
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産

業
の
実
現
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月

４
日
、
静
岡
市
内
に
お
い
て
第

33
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新

年
度
の
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
尾
内
裕
昭
中
央

執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会

長
）
は
、
組
合
員
の
日
々
の
精

励
に
謝
意
を
示
し
た
う
え
で
、

変
化
が
大
き
い
時
代
で
は
あ
る

が
、
安
全
の
追
求
や
組
織
活
動

の
活
性
化
、
労
働
条
件
の
向
上

に
取
り
組
む
こ
と
は
不
変
で
あ

り
、「
中
期
目
標『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ⇒

２
０
２
７
』

に
基
づ
く
全
員
参
画
の
運
動
を

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』で
前
進

さ
せ
よ
う
！
」と
力
強
く
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
市
朗

会
長
と
政
所
大
祐
事
務
局
長
、

相
良
夏
樹
組
織
局
長
が
参
加
。

代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山

会
長
は
、
労
働
力
不
足
の
問
題

に
触
れ
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
労

使
と
も
に
一
体
と
な
れ
て
い
な

い
課
題
に
言
及
し
、
総
結
集
を

図
る
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
社
友
会
に
関
連
す
る
労
働
基

準
関
係
法
制
の
見
直
し
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
な
ど
の
政

策
分
野
で
の
課
題
解
決
に
邁
進

す
る
こ
と
へ
の
理
解
・
協
力
を

求
め
た
。

　
議
事
で
は
、「
安
全
の
確
立
」

「
組
織
の
活
性
化
」「
ハ
ー
ト
フ

ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
実
現
」を
柱

と
す
る
運
動
方
針
が
提
起
さ
れ
、

質
疑
で
は
22
人
の
代
議
員
等
か

ら
、
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直

し
等
の
交
渉
課
題
、
中
央
新
幹

線
計
画
に
関
す
る
経
営
課
題
、

世
間
で
Ｄ
Ｘ
等
が
進
む
中
で
の

組
合
活
動
・
組
織
活
動
に
関

す
る
課
題
な
ど
広
範
に
意
見

が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２

５
年
春
に
実
施
予
定
の
静
岡
市

議
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補
を

決
断
し
た
牧
野
祥
有
代
議
員
か

ら
必
勝
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

総
括
答
弁
に
立
っ
た
今
井
孝

治
書
記
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
委

員
）
は
、
労
働
組
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
言
及
し
、
「
責
任
組

合
と
し
て
日
々
の
地
道
な
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

各
議
案
は
満
場
一
致
の
承
認

を
受
け
、
最
後
は
尾
内
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

戻
そ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
事
務

局
長
と
住
吉
一
家
労
働
政
策
局

長
が
参
加
し
た
。
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
政
所
事
務
局
長
は
、

直
近
の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
労
働
基
準

関
係
法
制
見
直
し
の
動
き
に
つ

い
て
、
「
企
業
の
一
方
的
な
都

合
だ
け
で
過
半
数
代
表
制
を
見

直
せ
ば
、
労
働
者
保
護
が
で
き

な
く
な
る
」
と
の
懸
念
を
示
し
、

連
合
や
友
好
産
別
と
協
力
し
な

が
ら
労
働
者
を
適
切
に
代
表
す

る
機
能
を
維
持
す
べ
き
な
ど
の

見
解
を
示
し
た
。

　

議
事
で
は
18
人
の
代
議
員
が

質
疑
に
立
ち
、
安
全
確
立
の
取

り
組
み
、
会
社
施
策
へ
の
対
応
、

組
織
強
化
の
取
り
組
み
、
今
年

度
導
入
さ
れ
た
人
事
賃
金
制
度

の
課
題
解
決
な
ど
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
や
今
後
５
年
間
の

具
体
的
な
目
標
を
設
定
し
た

「
新
・
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
４

－

２
０
２
８
」

が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
２

５
年
に
施
行
予
定
の
地
方
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
山

田
大
輔
氏
（
北
九
州
市
議
会
議

員
選
挙
）
、
山
部
良
二
氏
（
大

津
町
議
会
議
員
選
挙
）
に
公
認

証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

大
久
保
浩
書
記
長
の
集
約
答

弁
を
経
て
、
全
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。
最
後
に
、
吉
田
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
を

締
め
、
新
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長

と
石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長
が

参
加
。
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
会

長
は
、
安
全
の
確
立
、
組
織
拡

大
・
労
使
関
係
の
強
化
、
政
策

課
題
の
解
決
等
に
つ
い
て
述
べ
、

と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
課

題
に
関
し
て
「
２
０
２
６
年
度

以
降
の
支
援
策
に
目
が
向
き
が

ち
だ
が
、
四
国
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
建
設
的
な
議

論
の
推
進
が
必
要
。
地
方
路
線

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
早
期
に

道
筋
を
つ
け
る
べ
き
」
と
指
摘

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
述

べ
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
２
４
年
度

の
運
動
方
針
等
が
提
起
さ
れ
、

11
人
の
代
議
員
、
特
別
代
議
員

か
ら
安
全
の
確
立
、
人
事
・
賃

金
制
度
の
改
正
な
ど
労
働
条
件

改
善
に
係
る
要
望
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
離
職
防
止
の
取
り
組
み
等
に

関
す
る
質
疑
を
受
け
、
中
村

鉄
平
書
記
長
の
総
括
答
弁
の

後
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
大
谷
委
員
長
の
力

強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期

大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

１
４
０
人
の
出
席
の
も
と
、
２

０
２
４
年
度
の
運
動
方
針
を
満

場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
大
谷

清
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副

会
長
）
は
、
「
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
の
確
立
」
「
組
織
の

強
化
・
拡
大
」
「
労
働
条
件
の

改
善
」
に
関
す
る
決
意
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ

ル
ー
プ
の
決
算
も
明
る
い
内
容

と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と

し
て
も
、
昨
年
策
定
し
た
『
ユ

ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
』

の
深
度
化
を
図
り
、
責
任
組
合

と
し
て
組
合
員
と
そ
の
家
族
の

明
る
い
未
来
の
実
現
に
向
け
て

邁
進
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
７
月
５
日
、

高
松
市
内
に
お
い
て
第
43
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
総
勢
約

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
自

然
災
害
や
人
口
減
少
な
ど
多
く

の
課
題
に
対
し
、
協
力
と
連
携

で
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
、

「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
着

実
に
前
進
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

傷
つ
い
た
自
信
や
誇
り
を
取
り

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
７
月
５
日
、

北
九
州
市
内
に
お
い
て
第
33
回

定
期
大
会
を
開
催
し
、
総
勢
約

１
５
０
人
の
出
席
の
も
と
、

「
団
結
・
果
敢
・
躍
動
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
向
こ
う
１

年
間
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

吉
田
祥
司
中
央
執
行
委
員
長

ＪＲ四国労組第43回定期大会

ＪＲ九州労組第33回定期大会

ＪＲ東海ユニオン第33回定期大会

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
43
回
定
期
大
会

人
財
の
確
保・定
着
に
向
け

「
ユニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」の
実
践
を

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
第
33
回
定
期
大
会

コ
ロ
ナ
禍
で
傷
つ
い
た

自
信
や
誇
り
を
取
り
戻
そ
う

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
第
33
回
定
期
大
会

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』で

運
動
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
２
０
２
４
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

安
全
確
立
な
ど
の
主
要
課
題
に
全
力
で
取
り
組
む

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
向
け
方
針
を
決
定

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
２
０
２
４
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

安
全
確
立
な
ど
の
主
要
課
題
に
全
力
で
取
り
組
む

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
向
け
方
針
を
決
定

■ＪＲ四国の経営課題について
　４月24日に開催された衆議院・国土交通委員会
では、ＪＲ連合「21世紀の鉄道を考える議員フォー
ラム（以下「議員F」）」に所属する白石洋一衆議院
議員が質問に立ち、ＪＲ四国への経営支援や四国
への新幹線導入について発言。また、５月28日に
は参議院・総務委員会において、ＪＲ連合「国会
議員懇談会」で幹事を務める広田一参議院議員が
質問に立ち、四国において再構築協議会設置の対
象となる３線区における事業者と沿線自治体との
協議の進捗や国の考えを問うた。

■リニア中央新幹線について
　４月17日の衆議院・国土交通委員会では、古川
元久衆議院議員（議員F）が質問に立ち、リニア中
央新幹線の2027年開業が難しくなった旨の報道等
に触れ、これに対する国土交通省の受け止めを確
認するとともに、４月18日の参議院・国土交通委
員会では、三上えり参議院議員（議員F）が、工期
延伸の見込から「ＪＲ東海の財務にも悪影響を与
えかねない」と指摘した。
　４月19日の衆議院・国土交通委員会において伴
野豊衆議院議員（国会議員懇談会副会長）は、二拠
点居住を通じて地方への人の流れを創出・拡大す
るための「広域的地域活性化基盤整備法改正」に
関する質疑に絡め、「過去、リニア中央新幹線と
国会移転を連動させた計画を発表した学者もいた。
こういう考えも必要なのではないか」と問うた。

■ＪＲ北海道・ＪＲ貨物の経営課題、
　「再構築協議会」について
　３月22日の参議院・国土交通委員会では、私鉄
総連出身の森屋隆参議院議員（議員F）が質疑に立
ち、３月15日に政府支援策が決定した、ＪＲ北海
道とＪＲ貨物の経営自立に向けた課題、北海道新幹
線の札幌延伸に伴う課題、ＪＲ北海道における若
手社員の離職に係る課題について質問した。

ＪＲ連合は、引き続き連携する国会議員等を通じて
各種政策課題の実現に向けて取り組む

　第213回通常国会では、ＪＲ連合と連携する国会議員がＪＲ産業に関連す
る多くの質疑を委員会で展開した。これまで政策課題などを共有してきた大き
な成果であり、引き続き政策課題の解決に向け、連携して取り組んでいく。

　同日の参議院・国土交通委員会では、広島県選出の三上えり参議院議
員（議員F）が質疑に立ち、ＪＲ西日本・芸備線一部区間において、全国初
の「再構築協議会」が立ち上がったことについて質問を行った。
　４月３日の衆議院・国土交通委員会では、神谷
裕衆議院議員（議員F）が改正「流通業務総合効率
化促進法・貨物自動車運送事業法」の質疑に立ち、
“物流の2024年問題”への対処やCO2排出量削減の
観点から鉄道の利用促進が重要である旨指摘し、
斉藤鉄夫国土交通大臣に対し、特に貨物鉄道輸送
の位置付けを問うた。

ＪＲ連合国会議員懇談会・21世紀の鉄道を考える議員フォーラム
ＪＲ連合の要望に基づく発言
ＪＲ連合国会議員懇談会・21世紀の鉄道を考える議員フォーラム
ＪＲ連合の要望に基づく発言
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九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
）

中
央
執
行
委
員

 

井い

の 

口く

ち 

祥 

一 

さ
ん

組織拡大の必要性を訴える辻村委員長

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
７
月
18
日
〜

19
日
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
、

第
36
回
定
期
中
央
本
部
大
会
を

開
催
し
、
約
５
０
０
人
の
参
加

の
も
と
、
新
年
度
の
運
動
方
針

を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
は
、
荻
山
市
朗
会

長
と
宮
野
勇
馬
企
画
局
長
が
参

加
し
た
。

　

大
会
冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
に

立
っ
た
上
村
良
成
中
央
執
行
委

員
長（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）は
、

頻
発
す
る
労
災
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
（
Ａ
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
Ｂ
バ
カ
に
せ
ず
、

Ｃ
ち
ゃ
ん
と
や
る
）
を
基
に

「
世
界
一
安
全
な
鉄
道
」
を
皆

で
創
り
上
げ
る
決
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
活
き
活
き
と
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
構
築

を
は
じ
め
、
女
性
参
画
、
民
主

化
を
含
む
組
織
の
強
化
・
拡
大
、

地
域
に
根
差
し
た
公
共
交
通
と

政
治
の
つ
な
が
り
な
ど
に
つ
い

て
理
解
と
協
力
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
荻
山
会
長
は
、
危
険

な
事
象
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と

に
危
機
感
を
高
め
、
10
月
に
開

催
す
る
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

知
見
を
深
め
る
こ
と
、
労
基
法

改
正
の
動
向
に
十
分
に
注
視
し

つ
つ
、
民
主
化
に
不
退
転
の
決

意
で
取
り
組
む
こ
と
、
政
策
課

題
の
解
決
や
労
働
条
件
の
向
上

に
引
き
続
き
取
り
組
む
決
意
を

述
べ
た
。

　

質
疑
で
は
、
安
全
確
立
、
人

財
不
足
へ
の
対
応
と
キ
ャ
リ
ア

ス
テ
ッ
プ
の
あ
り
方
、
地
方
公

共
交
通
の
あ
り
方
と
政
治
の
関

わ
り
、
組
織
強
化
等
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
、
羽
野
敦
之
書

記
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
委
員
）

の
総
括
答
弁
の
後
、
全
て
の
議

案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
上
村
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
新
年
度
の
誓

い
を
新
た
に
し
た
。

ろ
う
で
大
会
を
締
め
く
く
り
、新

生
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

《
新
執
行
部
（
三
役
）
》

中
央
執
行
委
員
長　

小
林
徹
志

中
央
執
行
副
委
員
長　

菅
野
一
位

中
央
執
行
副
委
員
長　

国
井
道
徳

中
央
執
行
副
委
員
長　

齋
藤
勝
彦

中
央
執
行
副
委
員
長　

菅
井
正
和

事
務
局
長　
　
　
　

高
橋
佳
昌

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
36
回
定
期
中
央
本
部
大
会

安
全
を
基
礎
に
絆
を
強
め

未
来
を
切
り
拓
こ
う

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
第
12
回
定
期
大
会

心
と
力
を
合
わ
せ
て

新
体
制
で「
前
へ
！
」

貨
物
鉄
産
労
第
40
回
定
期
全
国
大
会

節
目
と
な
る
大
会
で

組
織
拡
大
へ
の
決
意
を
新
た
に

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月
13

日
、
東
京
都
内
に
て
第
12
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の

運
動
方
針
を
決
定
す
る
と
と
も

に
、
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
菅
野

一
位
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
は
、
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ

ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
し
て
10
年
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
瓦
解
し
た
も
の

の
、
現
在
は
社
友
会
を
軸
と
し

た
労
務
政
策
の
中
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
お
け
る
組
合
活
動
は
苦
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
」

と
危
機
感
を
露
わ
に
し
、
「
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
で
も
何
が
で
き

る
か
を
個
々
が
考
え
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
、
「
次
代
に
繋
ぐ

組
織
強
化
・
拡
大
を
図
っ
て
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山
会
長

と
相
良
夏
樹
組
織
局
長
が
参
加
。

挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
会
長
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
社
友
会

を
通
じ
た
労
働
組
合
に
拠
ら
な

い
労
務
管
理
に
対
し
て
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
労
働
組
合
の
重
要
性

を
喚
起
す
る
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
く
旨
を
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
運
動
方
針
等
が
提

起
さ
れ
、
代
議
員
か
ら
、
組
織

拡
大
に
つ
い
て
は
結
果
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
強
い
決
意
表
明
も
な
さ
れ
た
。

　

執
行
部
の
中
間
答
弁
、
菅
井

正
和
事
務
局
長
に
よ
る
集
約
答

弁
を
経
て
、
全
て
の
議
案
は
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
２
０
１
４
年
５
月
の
結
成

以
来
、
中
央
執
行
委
員
長
を
務

め
た
菅
野
氏
が
退
任
し
、
Ｊ
Ｒ

採
用
世
代
の
小
林
徹
志
氏
と
高

橋
佳
昌
氏
を
新
委
員
長
・
新
事

務
局
長
と
す
る
新
執
行
体
制
を

確
立
。
国
鉄
採
用
世
代
か
ら
Ｊ

Ｒ
採
用
世
代
の
世
代
交
代
が
行

わ
れ
、
最
後
は
新
任
の
小
林
中

央
執
行
委
員
長
が
団
結
が
ん
ば

　

貨
物
鉄
産
労
は
７
月
８
日
、

大
阪
市
内
に
お
い
て
第
40
回
定

期
全
国
大
会
を
開
催
し
、
新
年

度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

辻
村
和
裕
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
挨

拶
で
「
安
全
の
確
立
」
「
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
経
営
状
況
と
２
０
２
４

年
問
題
を
は
じ
め
政
策
課
題
へ

の
対
応
」
「
組
織
拡
大
と
民
主

化
闘
争
完
遂
」
に
つ
い
て
提
起

し
た
う
え
で
、
本
大
会
が
節
目

と
な
る
第
40
回
大
会
で
あ
る
こ

と
に
も
触
れ
、
「
貨
物
鉄
産
労

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
組
織

拡
大
し
か
な
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
荻
山
会

長
、
相
良
組
織
局
長
が
参
加
し

た
。
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
会
長

は
、
「
今
こ
そ
組
織
拡
大
・
労

政
転
換
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
呼
び

掛
け
る
と
と
も
に
、
２
０
２
４

年
問
題
に
つ
い
て
「
昨
秋
、
政

　
Ｊ
Ｒ
連
合
中
国
地
方
協
議
会

は
７
月
３
日
、
広
島
市
内
に
お

い
て
第
32
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
向
こ
う
１
年
間
の
方
針
を

決
定
し
た
。
会
場
に
は
中
国
エ

リ
ア
の
各
単
組
か
ら
約
30
人
が

集
結
し
た
。

　

冒
頭
、
中
国
地
協
を
代
表
し

て
石
松
大
介
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

府
が
10
年
で
貨
物
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
輸
送
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
た
。
現
実
的
な

提
言
を
積
み
重
ね
、
達
成
し
よ

う
」
と
奮
起
を
促
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
組
織
拡
大

に
つ
い
て
各
地
区
本
部
か
ら
強

い
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

発
信
力
強
化
の
必
要
性
や
離
職

者
の
現
状
に
も
複
数
の
代
議
員

が
言
及
し
た
。

　

橋
爪
博
史
書
記
長
に
よ
る
集

約
答
弁
を
経
て
全
て
の
議
案
を

満
場
一
致
で
可
決
し
、
最
後
は

辻
村
委
員
長
が
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

に
伴
う
政
策
課
題
等
に
つ
い
て

述
べ
、
「
中
国
エ
リ
ア
に
お
い

て
も
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
て

い
な
い
グ
ル
ー
プ
会
社
が
あ
る
。

組
織
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て
、

引
き
続
き
地
協
で
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
石
川
敏
也

産
業
政
策
局
長
が
参
加
し
、
能

登
半
島
地
震
連
合
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
画
に
謝
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
最
重
要
課
題

で
あ
る
安
全
の
確
立
へ
の
取
り

組
み
、
産
業
政
策
や
組
織
強
化

等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
結
集

を
呼
び
か
け
た
。

　

議
事
で
は
、
大
川
達
也
事
務

局
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
米
子
地
本

執
行
委
員
長
）
か
ら
運
動
方
針

な
ど
が
一
括
し
て
提
起
さ
れ
、

と
り
わ
け
青
女
の
取
り
組
み
と

し
て
、
グ
ル
ー
プ
労
組
を
含
め

た
レ
ク
の
開
催
、
広
報
活
動
の

強
化
が
掲
げ
ら
れ
た
。
満
場
一

致
で
確
認
し
た
後
、
石
松
議
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
力
強
く

会
を
閉
じ
た
。

組
広
島
地
本
執
行
委
員
長
）
が

挨
拶
に
立
ち
、
安
全
の
確
立
、

２
０
２
４
春
闘
、
組
織
の
充
実
・

強
化
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

石松議長による心あわせ

国鉄採用からＪＲ採用に世代交代

い
ま
す
が
、
１
年
目
は
目
の
前
の
業
務
を

消
化
す
る
こ
と
で
精
一
杯
に
な
り
、
周
り

の
方
々
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
頂
き
な
が
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
趣
味
で

あ
る
釣
り
や
麻
雀
の
時
間
を
あ
ま
り
作
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
年
目
は

そ
の
経
験
を
活
か
し
て
組
合
員
が
分
か
り

や
す
い
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
釣

り
や
麻
雀
の
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
は
９
月
に

グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
株
式

会
社
「
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
」

支
援
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
も

機
会
が
あ
れ
ば
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
の
「
井
口

（
い
の
く
ち
）
」
で
す
。
普
段
、
「
い
ぐ

ち
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
る
の

で
、
私
を
見
か
け
た
際
に
は
是
非
「
い
の

く
ち
」
と
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　

私
は
２
０
０
９
年
に
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
入
社

し
、
主
に
電
力
関
係
の
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
入
社
後
は
大
分
地
区
で
現
場
業

務
に
従
事
し
た
後
、
本
社
で
は
電
気
契
約

や
省
エ
ネ
化
、
さ
ら
に
は
当
時
の
流
行
の

最
先
端
だ
っ
た
再
エ
ネ
導
入
な
ど
の
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
で
は
、
大
分
地
本
在
籍
時

に
青
年
・
女
性
委
員
会
の
役
員
、
本
社
在

籍
時
に
中
央
執
行
委
員（
非
専
従
）、
本
社

支
部
書
記
長
を
経
験
し
、
昨
年
か
ら
中
央

執
行
委
員（
専
従
）と
し
て
、
総
務
財
政
・

福
利
厚
生
関
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
専
従
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
て

役員紹介
中
国
地
方
協
議
会
第
32
回
定
期
総
会

組
織
の
充
実・強
化
に
向
け

引
き
続
き
連
携
を

ＪＲ西労組第36回定期中央本部大会

幅広いテーマで有意義な意見交換が行われた

　ＪＲ連合は６月22日、日本基幹産業労働
組合連合会（以下、基幹労連）・病院連絡
会とＪＲ連合・医療連絡会の交流会を開催
した。基幹労連は鉄鋼、造船、非鉄金属な
どの関連産業が結集した産業別労働組合で
あるが、加盟組合には企業立病院も多く、
医療現場の環境改善にも取り組んでいる。
　当日は、基幹労連から医療従事者・担当
役員などがＪＲ西日本・大阪鉄道病院に来
訪。ＪＲ連合からは担当役員、ＪＲ西労組
の役員・組合員などが参加し、大阪鉄道病
院の見学と意見交換を行った。
　大阪鉄道病院では、参加者の職種毎に、
一般病棟（看護師）、放射線科・薬剤部
（放射線技師・薬剤師等）、検査科（臨床
工学技士・臨床検査技師等）、リハビリ病
棟（理学療法士等）に分かれて見学を実施。
それぞれ大阪鉄道病院に勤めるＪＲ西労組
の役員・組合員が案内した。同一職種の医
療現場を見学したことから、参加者からは
様々な質問が寄せられるなど、有意義な時
間となった。
　その後は意見交換会を開催。見学中に聞
けなかった疑問・質問をはじめ、事前に共

有した各社・病院の労働条件などを基に、
悩みの共有や事例紹介など、活発な意見交
換が行われた。特に「育児休職・短時間勤
務」「休日・宿直」「ペイシェント・ハラスメ
ント対応」などには大きな関心が寄せられ
て大いに盛り上がったほか、福利厚生、院
内保育、組合活動（レク活動の工夫）など、
幅広いテーマで積極的に意見が交わされた。
　まとめにあたり、基幹労連の綱島和彦中
央副執行委員長は、「労働組合は現場の状
況を把握して活動することが基本であり、
今回の見学や意見交換で得た現場目線の知
見を各組織でしっかりと発揮してほしい」
と訴えて閉会した。

大阪鉄道病院にて基幹労連・病院連絡会と交流医療連絡会


